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京
都
大
理
学
部
付
属
植
物

園
（京
都
市
左
京
区
）
で
、
研

者
や
市
民
の
利
用
法
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
め
ぐ

、
教
職
員
や
市
民
で
つ
く

る
「東
大
植
物
園
を
考
え
る

会
」
（代
表
。川
那
部
浩
哉
滋

賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
館

長
、
河
野
昭

一
京
大
名
誉
教

授
）が
三
十
日
ま
で
に
、
質
問

り 更 究
京
大
付
属
植
物
園
の
利
用
厳
格
化

地
域
に
根
ざ
し
た
運
営
を

考
え
ゑ
〓
大
学
側
に
質
問
状

状
を
大
学
側
に
提
出
し
た
。

同
植
物
園
を
め
ぐ

っ
て
は

昨
年
、
樹
木
の
大
規
模
な
伐

採
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
、
教
職

員
や
学
生
ら
の
間
で
論
議
を

呼
ん
だ
。
今
夏
、
管
理
運
営

の
担
当
が
理
学
研
究
科
植
物

学
教
室
か
ら
植
物
園
運
営
委

員
会

（岡
田
清
孝
委
員
長
）

に
変
わ
り
、
十
月
に
利
用
方

」
椰

肥

紳
鰍

鮮

要．

▽
利
用
前
に
許
可
か
不
許
可

を
問
い
合
わ
せ
る
―
な
ど
と

変
更
し
た
。
　
　
　
■

で
預
軸
輸
耗
』
輝
峰
牢
¨
昨

申
動
薮
離
わ
“
¨
ぼ
枷
棚
摯

に
つ
い
て
質
問
し
、
学
外
も

含
め
た
利
用
者
が
今
後
も

「心
地
よ
い
利
用
が
」
で
き

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

同
会
は

「法
人
化
を
前
に

研
究
上
の
利
得
だ
け
で
な
く

地
域
に
根
ぎ
し
た
植
物
園
で

あ
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。　
一

方
、
運
営
委
側
は

「
周
辺
住

民
へ
の
迷
惑
や
園
内
の
安
全

性
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
管
理

運
営
を
徹
底
す
る
の
は
当
然

だ
」
と
し
て
い
る
。

付
属
植
物
園
は

一
九
二
三

年
に
開
設
。

約

一
万
八
千
平

方
済
の
敷
地
に
約
五
百
種
の

植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
市
民
の
見
学
は
こ
れ
ま

で
か
ら
届
け
出
が
必
要
だ

っ

た
が
、
実
際
に
は
届
け
出
な

し
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

年
間
利
用
者
数
は

「把
握
し

て
い
な
い
六
京
大
理
学
部
）

と
い
う
。


